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1. 北海道地方支部の災害時への取組

(1) 第11回災害時相互応援訓練（全道訓練）
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1. 北海道地方支部の災害時への取組

(1) 第11回災害時相互応援訓練（全道訓練）
 目 的：支部会員相互の連絡体制および応援体制の確立
 期 日：平成29年 6月22日(木)～23日(金)[2日間]
 訓練内容：情報伝達訓練、応援訓練
 訓練方式：シナリオ開示トレース型訓練
 被害想定：直下型地震が発生し札幌市内で震度7を観測、断水率34％
 座 学：熊本地震の活動報告、財政支援措置、道内の応援体制のあり方
 参 加 者：道内39事業体90名、視察34名

情報伝達訓練 応援訓練(応急給水訓練)



1. 北海道地方支部の災害時への取組

(2) 災害時相互応援に関する協定･指針の改定
第8条（調査隊の派遣）を追加
地方支部管内において広域的な断水が発生したときに
被災会員に対して調査隊を派遣できるもの

【背景】
平成28年台風10号において、3地区を跨いだ広域的な断水
が発生。情報が入り辛く、被災会員の支援ニーズが把握で
きずに、結果として断水解消されるまでに時間を要した

【派遣基準】
 地方支部管内において震度6強以上の地震が発生したとき
 その他、支部長が必要と判断したとき

例）①地方支部管内の複数の地区において災害等による
断水が発生したとき

②被災した地区との連絡が途絶したとき

平成30年7月18日に北海道地方支部総会で承認
7月19日から施行

支部規則 災害時対応様式集



1. 北海道地方支部の災害時への取組

(3) 千島海溝沿い超巨大地震検討小委員会の発足



1. 北海道地方支部の災害時への取組

(3) 千島海溝沿い超巨大地震検討小委員会の発足
1) 最終目標

応援・受援体制報告書の作成と訓練の計画・実施

2) 検討事項
① 想定地震と水道施設被害の把握
② 受援水道事業体への応援態勢の設定
③ 道内における給水車保有状況の調査と災害協定締結
（自衛隊、北海道開発局、民間事業者など）

④ 備蓄物資の保有状況の把握
⑤ 中継施設（中継水道事業体）のリスト化
⑥ 給水基地（支援拠点水道事業体）のリスト化
⑦ 応援・受援マニュアルの作成
⑧ 他の地方支部からの派遣可能な給水車の把握 など



2. 北海道胆振東部地震における被災地への支援活動

(1) 調査隊の派遣
 9名派遣（6日間、延べ33名）

日時 名称 活動内容 派遣先 派遣元
派遣
期間

9/ 7(金)
11:00

第1次調査隊
の派遣(3名)

被害状況・支援ニーズの把握
(支援の要否の聞取り)等

厚真町、安平町、日高
町、むかわ町、平取町

札幌市 9/ 7～ 9

9/ 8(土)
11:00

第2次調査隊
の派遣(3名)

被害状況調査 安平町 札幌市 9/ 8～11

9/ 9(日)
11:00

第3次調査隊
の派遣(3名)

被害状況調査 厚真町 札幌市 9/ 9～12

第1次調査隊(平取町) 第2次調査隊(安平町) 第3次調査隊(厚真町)



2. 北海道胆振東部地震における被災地への支援活動

(2) 現地対策本部の設置
 32名派遣（18日間、延べ125名）

日時 名称 活動内容 派遣先 派遣元
派遣
期間

9/9(日)
12:00

現地対策本部の
設置

応援体制の整備、
指揮命令系統の確立等

安平町
札幌市、室蘭
市･苫小牧市

9/ 9～20

9/12(月)
12:00

現地対策本部
厚真分室の設置

応援体制の整備、
指揮命令系統の確立等

厚真町
苫小牧市、札
幌市

9/12～20

9/21(金)
9:00

現地対策本部の
移転・規模縮小

安平町の復旧の目途が立ったため、
厚真町に本部を移転

厚真町
札幌市、室蘭
市･苫小牧市

9/21～26

9/26(火)
17:00

現地対策本部の
解散

厚真町の復旧の目途が立ったため、
本部解散。以降、道南地区で対応

－ － －

現地対策本部 応援隊とのミーティング



2. 北海道胆振東部地震における被災地への支援活動

(3) 応援活動（10/12時点）
1) 資材の提供（受援水道事業体：札幌市、江別市）
14事業体、給水袋23,800枚
[道央]千歳市、石狩市、恵庭市、倶知安町、[道東]帯広市、音更町、[道西]函館市、北斗市、
長万部町、七飯町、[道北]旭川市、名寄市、富良野市、鷹栖町

2) 応急給水（受援水道事業体：厚真町、安平町）
10事業体、18日間(9/8～25)、延べ137名、給水車10台、仮設水槽7台
[道央]札幌市、千歳市、江別市、三笠市、[道東]帯広市、[道西]函館市、
[道南]室蘭市、苫小牧市、登別市、[道北]旭川市

3) 応急復旧（受援水道事業体：厚真町、安平町、日高町）
8事業体、35日間(9/8～10/12)、延べ717名
[道央]札幌市、千歳市、小樽市、岩見沢市、桂沢水道企業団、[道南]室蘭市、苫小牧市、
[道北]旭川市

管路修理(厚真町)漏水調査(安平町)応急給水(安平町)


